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玄関前で花の手入れをする白石ヤスヨさん

て晶
君

一
塁
間

最
高
齢
者

櫛
生
の
白
石
ヤ
ス
ヨ
さ
ん

長
い
老
後
を
ど
う
生
き
る
か
介
入

生
八
十
年
ω

時
代
を
迎
え
て
、
わ
た
し

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
真
剣
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。

わ
が
長
浜
町
で
も
七
十
農
以
上
の
お

年
寄
り
が
千
五
百
四
人
で
、
総
人
口

の
一
二
%
を
占
め
て
い
ま
す
。
本
町

の
最
高
齢
者
は
、
櫛
生
の
白
石
ヤ
ス
ヨ

さ
ん
・
九
十
七
歳
で
、
「
の
ん
び
り
過
ご

す
の
が
長
生
き
の
秘
訣
で
す
」
と
話
さ

れ
て
、
ひ
孫
は
十
四
人
、
孫
は
六
人
で
、

ひ
孫
の
潤
司
く
ん
や
採
子
ち
ゃ
ん
た
ち

に
固
ま
れ
、
元
気
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま

す。
九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
自
己
こ
の

日
を
機
会
に
お
年
寄
り
の
社
会
参
加
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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女 男
年齢 氏 名 地区 年齢 氏 名 地区

97 白石ヤスヨ 櫛生 95 色健吉 長浜
96 大本スワ 出海 95 久保田徳衛 戒川
96 塩村ヒナエ 出海 95 新江源助 J中j甫
96 中田アサノ 出海 94 渡主量喜代栄 柴

96 菊地シナヲ 柴 94 白石f予皇水 白j竜
96 上回クマヨ 長浜 93 正岡辰美 長浜
96 久保田ヒサエ 戒川 93 品橋千代吉 戎 JI!
95 酒井松美 櫛生 93 坂本 t青 出海
94 松岡ヲクマ 下須戒 93 i土 清市 f中r甫
94 潟地ミチヨ 臼滝 93 土井政雄 t中f甫
94 西宮ハルミ 柴 92 久保田方枝 白j竜

94 中村寿々 長浜 92 f青示伊見 事長

94 脇サダヨ 長浜 92 松田 t亘 長浜
93 山田サキエ f中f甫 91 田中 栄 青島
93 浜田ヒサヤ 2中t甫 ~矢野宇一郎|長浜
93 谷本ハJレヨ 柴

93 藤堂リンエ 今坊
92 松浦クマヨ 櫛生
92 米岡ハツエ 豊茂

92 矢野クマヨ 上老松

92 一井イチノ 臼z竜
91 岡田ヨシエ 柴

91 清家 トメ 長浜

91 f可t召チョウ 櫛生
91 植中ヤヨイ 櫛生
91 池田キヌ 出海

老
人
百
田
止
周
一
日
刊

ニ
ペ
ノ
ネ
z
」
イ
l

、工
F
l

9
月
間
日

i
引
日

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
大
幅
に
延
び
、

現
在
六
十
五
歳
の
人
の
平
均
余
命
は
男

性
で
約
十
六
年
、
女
性
で
十
九
年
で
す
。

い
ま
や
H

余
生
川
と
い
う
よ
う
な
人
生

五
十
年
代
に
つ
く
ら
れ
た
考
え
方
や
生

き
方
は
、
大
き
な
見
直
し
を
迫
ら
れ
て

い
ま
す
。

九
月
十
五
日
は
敬
老
の
目
。
ま
た
十

日
か
ら
一
週
間
は
老
人
福
祉
週
間
で
す
。

長
浜
町
で
も
十
五
日
を
中
心
に
各
地
区

で
敬
老
会
が
開
か
れ
ま
す
。
七
月
一
日

現
在
で
、
七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は

千
五
百
四
人
、
八
十
歳
以
上
が
五
百
十

九
人
、
八
十
八
歳
の
米
寿
者
は
三
十
五

人
で
す
。

ま
た
、
本
町
の
最
高
齢
者
は
櫛
生
の

白
石
ヤ
ス
ヨ
さ
ん
で
九
十
七
歳
で
す
。

白
石
さ
ん
に
は
町
か
ら
ガ
i
ゼ
ネ
マ
キ
、

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
パ
ス
タ
オ
ル
を

贈
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

老人福祉週間

表イ寸番寿長

ま
た
、
六
十
五
歳
以
上
の
ね
た
き
り

老
人
に
は
、
町
と
社
協
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

見
舞
口
聞
を
贈
り
お
年
寄
り
を
励
ま
す
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

町
内
の
九
十
一
歳
以
上
の
長
寿
者
番

付
は
別
表
の
通
り
で
す
。

高
齢
化
社
会
に
対
応

高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
、
長
浜
町
で

は
次
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
社
会
に
対

老
人
福
祉

年
二
回
老

算
額
二

宅
福
祉
の

充
実
を

図
る
た

め
、
独

居
老
人

ね
た
き

り
老
人

を
対
象

に
ホ
l

(
年
予
算
額
二
十
万

高齢化社会を迎え今後の対応を(敬老会)

ム
ベ
ル
を
設
置
。

円
)
O
敬
老
祝
品
贈
呈
長
寿
を
祝
福
し
、

老
後
の
生
き
が
い
を
高
め
る
た
め
、
米

寿
者
と
最
高
齢
者
に
パ
ス
タ
オ
ル
、
ね

た
き
り
老
人
に
カ
ス
テ
ラ
と
白
ネ
ル
を

贈
呈
。
(
年
予
算
額
十
万
円
)

O
ク
ロ
ッ
ケ
l
大
会
の
助
成
:
・
老
人
の

生
き
が
い
対
策
、
健
康
保
持
の
た
め
年

八
回
ク
ロ
ッ
ケ

l
大
会
を
開
催
し
、
優

勝
チ

I
ム
に
記
念
品
、
参
加
賞
を
助
成
。

(
年
予
算
額
五
万
円
)

。
敬
老
会
・
:
敬
老
心
の
高
揚
を
図
る
た

め
地
区
公
民
館
へ
委
託
し
て
実
施
。
敬

老
者
千
五
百
四
人
。
(
年
予
算
額
三
百

九
十
八
万
円
)

。
高
齢
者
年
金
・
:
老
後
の
生
活
に
潤
い

と
希
望
を
与
え
、
住
民
福
祉
の
向
上
を

図
る
た
め
、
満
八
十
歳
以
上
で
一
年
以

上
在
住
の
高
齢
者
に
対
し
、
敬
老
の
日

に
四
千
円
の
年
金
を
支
給
。
対
象
は
、

五
百
二
十
人
。
(
年
予
算
額
二
百
五
十

六
万
円
)

。
米
寿
祝
品
の
贈
呈
・
-
-
長
寿
を
祝
福
し
、

老
後
の
生
き
が
い
を
高
め
る
た
め
、
数

え
年
八
十
八
歳
の
高
齢
者
に
町
長
が
祝

状
お
よ
び
祝
品
と
し
て
赤
ザ
ブ
ト
ン
を

敬
老
会
式
場
で
贈
呈
。
対
象
は
三
十
七

人
(
年
予
算
額
十
三
万
円
)

。
老
人
ホ

I
ム
慰
問
・
:
敬
老
心
の
高
揚

を
図
る
た
め
、
町
長
が
養
護
老
人
ホ
ー

ム
を
訪
れ
、
入
所
者
を
慰
問
。
(
年
予

算
額
一
万
円
)

O
ね
た
き
り
老
人
に
対
す
る
見
舞
品
の

贈
呈
-
-
-
敬
老
の
思
想
と
老
後
の
生
き
が

い
を
高
め
る
た
め
、
満
六
十
五
歳
以
上

で
、
ね
た
き
り
老
人
に
対
し
見
舞
状
、

見
舞
品
を
贈
呈
。
対
象
は
七
十
五
人
。

(
年
予
算
額
十
一
万
三
千
円
)

。
一
日
養
護
・
:
老
人
の
生
き
が
い
対
策

と
し
て
心
の
ふ
れ
あ
い
と
安
ら
ぎ
を
図

る
た
め
、
民
生
委
員
が
養
護
老
人
ホ
ー

ム
白
山
閣
を
慰
問
し
、
各
部
屋
を
訪
問

話
し
相
手
と
な
っ
て
家
庭
的
な
一
日
を

過
ご
さ
せ
る
。
(
年
予
算
額
三
万
円
)

O
優
良
健
康
老
人
表
彰
:
・
健
康
増
進
を

図
る
た
め
、
町
社
会
福
祉
大
会
席
上
で

優
良
健
康
老
人
に
対
し
町
長
が
表
彰
。

対
象
は
十
九
人
。
(
年
-
予
算
額
三
万
八
千

円
)
。
最
高
齢
者
祝
品
贈
呈
:
・
長
寿
を
祝
福

し
、
老
後
の
生
き
が
い
を
高
め
る
た
め

敬
老
週
間
に
町
長
が
最
高
齢
者
を
訪
問

し
、
祝
品
を
贈
る
。
(
年
予
算
額
五
千
円
)

O
老
人
施
術
費
補
助
・
・
・
老
人
保
健
の
向

上
の
た
め
、
七
十
歳
以
上
の
老
人
に
対

し
、
は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

施
術
費
一
回
に
つ
い
て
五
百
円
を
補
助
。

一
人
年
間
六
回
を
限
度
と
す
る
。
(
年

算
額
百
万
円
)

O
高
齢
者
学
級
:
・
生
き
が
い
守
つ
く
り
と

世
代
間
交
流
を
深
め
、
自
ら
学
習
を
楽お年寄りが一堂に会して

し
む
。
奉
仕
活
動
、
講
演
会
、
健
康
管

理
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
愛
の
一
声
運
動
、

小
学
生
と
の
し
め
縄
づ
く
り
な
ど
を
実

施
。
(
年
予
算
額
五
万
円
)

以
上
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
て
、

高
齢
化
社
会
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
敬

老
の
日
を
契
機
に
、
老
人
を
敬
愛
す
る

と
と
も
に
、
老
人
問
題
に
つ
い
て
今
一

度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

適
材
適
所
で

能
力
を
生
か
そ
う

障
害
者
雇
用
促
進
月
間

九
月
は
障
害
者
の
職
業
的
自
立
と
雇

用
の
改
善
を
ね
ら
い
と
し
た
「
障
害
者

雇
用
促
進
月
間
」
で
す
。

「
働
き
た
い
」
|
|
障
害
を
も
っ
人
が

仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
も
、
障
害

が
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
そ
の
機
会

が
与
え
ら
れ
な
い
の
は
、
本
人
は
も
と

よ
り
社
会
に
と
っ
て
も
大
き
な
損
失
で

す。
事
業
主
が
障
害
者
の
雇
用
に
消
極
的

な
の
は
「
能
率
が
落
ち
る
」
「
適
し
た
仕

事
が
な
い
」
な
ど
の
理
由
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
適
材
適
所
で
、
能
力
に
適

し
た
仕
事
に
就
い
た
と
き
は
、
障
害
の

な
い
人
に
優
る
と
も
劣
ら
な
い
力
を
発

揮
す
る
こ
と
は
、
だ
れ
し
も
が
認
め
る

と
こ
ろ
で
す
。
現
に
、
ね
ば
り
強
い
性

格
と
誠
意
あ
る
態
度
、
そ
し
て
仕
事
上

の
能
力
が
高
く
評
価
さ
れ
、
職
場
で
欠

か
せ
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
障
害
者

の
方
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
、
そ
の
適
性
と
能

力
に
応
じ
た
職
業
に
就
き
、
生
き
が
い

の
あ
る
毎
日
が
送
れ
る
よ
う
な
社
会
を

築
い
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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長
浜
町
議
会
第
二
固
定
例
会
が
、
七

月
二
十
九
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
三

日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
の
は
、

昭
和
六
十
年
度
長
浜
町
水
道
事
業
会
計

決
算
、
昭
和
六
十
年
度
工
業
用
水
道
事

業
会
計
決
算
の
認
定
、
昭
和
六
十
一
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
過
疎
地
域
振

興
計
画
の
変
更
、
請
負
契
約
の
締
結
な

ど
町
提
出
の
議
案
十
二
件
、
暴
走
族
追

放
に
閲
す
る
議
員
提
出
案
件
一
件
、
陳

情
文
書
な
ど
の
議
報
告
案
件
八
件
。
議

案
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
、
陳
情

文
書
三
件
の
う
ち
二
件
は
受
理
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

お
も
な
も
の
は
次
の
通
り
。

z 

z 

z 

z 

z 

= 
h 

z . 
宝

r 

= 
= 

に
懸
命
に
努
力
を
続
け
て

参
り
ま
し
た
。
将
来
の
発

展
が
期
待
さ
れ
る
第
二
次

開
発
の
計
画
を
樹
立
し
て

着
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

仕
事
は
、
計
画
通
り
順
調
に
進
ん
で
お

り
ま
す
が
、
こ
の
ご
と
は
私
に
と
り
ま

し
て
た
い
へ
ん
感
が
い
深
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
ご
の
着
工
に
致
り
ま
す
ま
で

に
は
、
西
国
先
生
の
ご
指
導
と
議
会
の

皆
様
方
の
ご
理
解
、
町
民
の
皆
様
方
の

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
ご
と
に
対
し
、

心
か
ら
感
謝
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

将
来
の
長
浜
町
発
展
の
た
め
の
開
発

は
緒
に
つ
き
ま
し
た
が
、
完
成
ま
で
に

は
な
お
相
当
の
期
間
を
要
す
る
訳
で
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
何
と
し

て
も
完
成
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

九
月
は
町
長
選
挙
の
月
で
あ
り
ま
す
。

私
と
い
た
し
ま
し
で
も
続
い
て
三
期
目

一一一「

若
し瓦

一人

E j 
長来
理を
E宮E言壬
桑す
明」

一 町議会第二固定例会

七
月
二
十
九
日

聞
か
れ
た
長
浜
町

議
会
第
二
固
定
例

会
の
招
集
あ
い
さ

つ
で
、
二
宮
町
長

l
写
真
H
H
は
、
次
の
よ
う
に
退
任
の
あ

い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

「
私
が
町
長
に
就
任
さ
せ
て
項
き
ま
し

た
の
は
、
昭
和
五
十
三
年
九
月
で
、
二

期
日
の
当
選
が
五
十
七
年
九
月
で
あ
り

ま
す
。
い
ず
れ
も
議
員
各
位
や
町
民
の

皆
様
方
の
た
い
へ
ん
温
か
い
ご
支
援
を

項
き
、
無
投
票
当
選
を
さ
せ
て
項
き
ま

し
た
。
た
い
へ
ん
感
謝
を
致
し
て
お
り

ま
す
。
就
任
後
は
、
長
浜
町
を
す
ば
ら

し
い
町
に
す
る
た
め
に
、
皆
様
方
と
共

出
馬
さ
せ
て
項
く
か
、
ま
た
、
開
発
も

緒
に
つ
い
た
こ
と
で
も
あ
り
、
こ
れ
か

ら
完
成
ま
で
長
期
に
わ
た
り
ま
す
の
で

人
心
を
一
新
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
よ
い
か
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
訳

で
す
が
、
若
い
人
材
に
町
の
将
来
を
託

し
て
、
私
は
今
期
で
退
任
し
、
人
心
を

一
新
す
べ
き
で
あ
る
と
の
決
意
を
い
た

し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
意
の
あ
る
と

こ
ろ
を
お
く
み
取
り
項
き
ま
す
と
共
に

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
己

林
産
集
落

振
興
補
助
な
ど

一
般
会
計
補
正

昭
和
六
十
一
年
度
一
般
会
計
に
八
千

六
百
十
九
万
四
千
円
が
補
正
さ
れ
、
予
算

総
額
は
三
十
三
億
六
千
五
百
三
十
六
万

一
一
一
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
(
専
決
も
含
む
)
。

今
回
補
正
さ
れ
た
お
も
な
使
い
み
ち

は
次
の
通
り
。

{
総
務
費
}
七
月
六
日
に
執
行
さ
れ
た

衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
最
高
裁
判
所
裁

判
官
国
民
審
査
に
必
要
な
経
費
三
百
六

十
六
万
七
千
円
。
愛
媛
県
ま
ち
ゃ
つ
く
り
総

合
セ
ン
タ
ー
出
担
金
四
十
五
万
九
千
円
。

一
農
林
水
産
業
費
一
愛
媛
森
林
基
金
九

十
一
万
二
千
円
。
林
産
集
落
振
興
条
件

整
備
事
業
に
対
す
る
補
助
金
六
百
五
万

八
千
円
。
愛
媛
県
栽
培
漁
業
推
進
基
金

二
百
七
十
六
万
四
千
円
。

一
土
木
費
}
加
屋
地
区
の
県
単
が
け
く

ず
れ
防
災
事
業
の
工
事
請
負
費
。
港
湾

改
修
な
ど
の
県
営
工
事
負
担
金
三
千
九

百
二
十
四
万
円
。

{
教
育
費
一
教
育
振
興
お
よ
び
体
育
館

の
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
取
替
工
事
費
あ
わ

せ
て
四
百
七
十
万
円
。

水
道
工
事
費
な
ど

水
道
事
業
特
別
会
計

昭
和
六
十
一
年
度
長
浜
町
水
道
事
業

特
別
会
計
に
今
回
一
千
百
万
円
が
補
正

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
長
浜
浄
水
場

と
柴
浄
水
場
の
浄
水
を
有
効
に
利
用
す

る
た
め
に
必
要
な
減
圧
弁
、
流
量
計
な

ど
に
必
要
な
経
費
で
す
。

暴
走
族
追
放
決
議

暴
走
族
追
放
に
関
す
る
決
議
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
「
最
近
長
浜
町

に
お
い
て
は
、
交
通
ル

1
ル
を
無
視
し

集
団
で
暴
走
行
為
を
繰
り
返
す
暴
走
族

が
出
現
し
、
町
民
に
多
大
な
危
険
と
迷

惑
を
か
け
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
夏
場
を

迎
え
、
暴
走
族
が
活
発
化
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
の
で
、
①
暴
走
行
為
を
「

し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」
の

三
な
い
運
動
の
推
進
②
暴
走
車
両
や
違

法
改
造
車
両
を
見
た
場
合
は
、
す
ぐ
警

察
へ
通
報
す
る
運
動
の
推
進
③
各
種
会

合
等
の
席
上
、
暴
走
族
追
放
気
運
を
一

般
家
庭
に
浸
透
さ
せ
る
運
動
の
推
進
己

を
宣
言
し
、
暴
走
族
追
放
を
し
て
ゆ

こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

「
米
穀
政
策
・
価
格
」
「
ス
ク
ー
ル

パ
ス
の
増
便
」
は
受
理
採
択

給
食
婦
補
助
金
は
不
採
択

陳
情
文
書

長
浜
青
果
農
業
協
同
組
合
・
組
合
長

理
事
一
宮
泰
忠
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
て
い

た
「
昭
和
六
十
一
年
度
米
穀
政
策
・
価

格
等
に
関
す
る
」
陳
情
文
書
と
、
長
浜

中
学
校
P
T
A
会
長
二
宮
英
二
さ
ん
か

ら
出
さ
れ
て
い
た
「
ス
ク
ー
ル
パ
ス
増

便
」
に
つ
い
て
の
陳
情
文
書
は
受
理
採

択
さ
れ
、
た
だ
ち
に
町
理
事
者
に
送
付

し
て
善
処
方
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。ま
た
、
長
浜
町
P
T
A
連
合
会
長
日

高
照
友
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
「
学

校
給
食
婦
補
助
金
の
継
続
に
つ
い
て
」

の
陳
情
文
書
は
不
採
用
と
な
り
ま
し
た
。

大
久
保
地
区
簡
水

八
千
四
百
万
円
で

西
田
興
産
と

昭
和
六
十
一
年
度
大
久
保
地
区
簡
易

水
道
新
設
工
事
は
、
八
千
四
百
万
円
で

掛
西
田
興
産
と
請
負
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

喜
多
漁
港
改
修
工
事
(
変
更
)

長
浜
建
設
と
締
結

昭
和
六
十
一
年
度
喜
多
漁
港
地
域

改
善
対
策
改
修
工
事
(
分
割
二
は
、

五
千
六
百
七
十
五
万
円
で
請
負
契
約
の

締
結
を
変
更
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

長
浜
町
長
選
挙
投
票
日

9
月
時
日
附

み
ん
な
こ
ぞ
っ
て

投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
時
間

l
午
前
七
時
か
ら
午
後

六
時
ま
で
(
青
島
地
区
は
午
前
七
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で
)
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中
期
的
な
も
の

八
月
中
に
提
示
、

検
討

ー
行
政
改
革
の
姿
勢
と
進
捗

1

一一一一一一一一般質問

二
宮
(
英
)
譜
員
:
・
昨
年
の
十
二
月
に

行
政
改
革
大
綱
が
策
定
さ
れ
、
推
進
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
思
う
。
こ
の
中
で
、
現

在
ま
で
に
当
面
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度

進
ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
、
中
期
的
に

問
題
化
さ
れ
て
い
る
問
題
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
具
体
的
に
い
つ
の
時
点
で
議

会
に
相
談
が
あ
る
の
か
。

二
宮
町
長
:
・
当
面
措
置
す
べ
き
事
項

の
中
で
老
人
ホ
l
ム
の
定
数
減
、
交
通

相
談
員
の
定
数
減
、
嘱
託
及
び
臨
時
職

員
の
削
減
、
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、
役
場
庁
舎
管
理
用
務
の
業
務

委
託
等
に
加
え
、
現
在
進
め
て
い
る
消

防
団
員
の
定
数
減
に
つ
い
て
は
既
に
措

置
済
み
で
あ
る
。
各
種
補
助
金
の
カ
ッ

ト
及
び
特
別
職
の
報
酬
等
の
延
伸
、
研

修
旅
費
の
削
減
等
を
行
っ
て
き
た
が
、

ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題
を
残
し
で
い
る
。

中
期
的
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
七
月

に
行
革
検
討
委
員
会
に
残
さ
れ
て
い
る

問
題
に
つ
い
て
ご
提
示
を
申
し
上
げ
る

予
定
で
い
た
が
、
調
整
が
遅
れ
て
お
り
、

早
急
に
取
り
ま
と
め
て
、
八
月
中
に
は

当
委
員
会
に
ご
検
討
願
え
る
よ
う
に
致

し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
ご
理
解
項

き
た
い
。
ま
た
、
行
革
推
進
に
つ
い
て

ご
協
力
を
賜
り
た
い
。

十
分
配
慮
し
て

i
教
育
長
の
辞
意
問
題

1

二
宮
(
英
)
議
員
:
聞
く
と
こ
ろ
に
よ

る
と
、
教
育
長
は
た
び
た
び
辞
意
を
表

明
さ
れ
て
、
届
け
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
耳
に
す
る
が
、
こ
の
こ
と
は
事
実
か
。

事
実
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

考
え
て
い
る
の
か
。
辞
表
を
提
出
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
深
い
人
情
昧
の

あ
る
と
り
計
ら
い
を
お
願
い
し
た
い
。

二
宮
町
長
:
・
口
頭
で
辞
職
を
さ
せ
て

項
き
た
い
と
い
う
お
話
が
あ
っ
た
が
、

辞
職
を
さ
れ
る
時
期
に
つ
い
て
は
十
分

配
慮
す
べ
き
だ
と
考
え
、
い
っ
そ
の
こ

と
の
結
論
を
だ
す
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
は
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

議
会
の
皆
さ
ん
方
と
ご
相
談
を
申
し

上
げ
て
、
と
り
運
ん
で
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
の
で
ご
理
解
を
賜
り
た
い
。

タ
イ
ヤ
改
正
で

従
前
に
近
い
便
数
を

ー
国
鉄
海
岸
田
り
線

1

日
高
議
員
・
・
・
本
年
三
月
の
内
山
線
開

業
後
、
海
岸
回
り
線
は
上
り
、
下
り
、

そ
れ
ぞ
れ
十
本
に
減
便
さ
れ
、
利
用
客

数
も
減
少
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

コ
一
月
以
前
と
現
在
の
長
浜
駅
の
乗
降
客

数
は
ど
の
く
ら
い
誠
少
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
て
こ

の
こ
と
に
対
応
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
調
査
の
結
果
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。
そ
の
結
果
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
み
、
対
応
さ
れ
た
の
か
。

国
鉄
本
社
や
四
国
総
局
へ
の
陳
情
は

そ
の
後
さ
れ
た
の
か
。
さ
れ
た
な
ら
、

そ
の
感
触
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
ま

た
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

二
宮
町
長
・
:
四
月
の
乗
客
数
は
、
一

万
八
千
百
五
人
で
前
年
同
期
対
比
八
一
・

二
%
、
収
入
面
で
は
、
九
千
二
百
万
円

で
前
年
に
比
べ
六
七
%
と
落
ち
込
ん
で

い
る
。ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
つ
い
て
は

広
報
な
が
は
ま
六
月
号
で
詳
し
く
報
告

さ
せ
て
項
い
て
お
り
、
便
利
な
ダ
イ
ヤ

に
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
ご
意
見
は
八

五
%
も
あ
り
、
増
便
等
を
要
望
さ
れ
た

方
は
八
九
%
に
も
及
ん
で
い
る
。

四
月
二
日
に
四
国
総
局
へ
、
列
車
の

増
便
と
利
用
し
や
す
い
ダ
イ
ヤ
の
改
正

に
つ
い
て
陳
情
し
、
そ
の
後
西
田
先
生

に
お
願
い
し
て
、
五
月
十
四
日
に
国
鉄

本
社
へ
増
便
と
運
行
時
刻
の
変
更
を
強

く
要
望
し
た
が
具
体
的
な
回
答
は
得
ら

れ
な
か
っ
た
。
六
月
二
十
五
日
に
再
度

四
国
総
局
へ
陳
情
し
て
、
若
干
の
増
便

と
運
行
時
間
の
見
直
し
を
検
討
し
て
頂

く
よ
う
な
希
望
的
感
触
を
得
た
。
西
国

先
生
か
ら
の
連
絡
に
よ
る
と
、
総
局
で 利用者を増やして町の活性化を(長浜駅)

は
最
大
限
の
理
解
を
示
し
て
項
き
、
十

一
月
実
施
予
定
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
は
従

前
に
近
い
便
数
が
期
待
で
き
る
の
で
は

と
の
朗
報
を
受
け
て
い
る
。

今
後
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
局
長
か

ら
も
よ
ろ
し
く
頼
む
と
い
う
こ
と
を
言

わ
れ
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
国
鉄

利
用
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
項
き
た
い
。

議
員
各
位
は
も
と
よ
り
、
各
種
団
体
等

が
こ
ぞ
っ
て
利
用
項
け
る
よ
う
な
ご
配

慮
を
お
願
い
し
た
い
。
今
後
は
国
鉄
利

用
を
一
一
層
強
化
し
て
、
こ
の
線
が
分
割

民
営
化
後
も
存
続
し
て
い
く
よ
う
お
互

い
が
努
力
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
る
。県
が
資
料
を

公
開
し
て

1
河
辺
川
ダ
ム
建
設

1

日
高
議
員
:
・
昨
年
十
二
月
の
定
例
議

会
で
質
問
し
た
が
、
そ
の
後
協
議
会
の

取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
の

カ。
分
水
問
題
、
分
水
地
点
、
生
活
用
水
、

か
ん
が
い
用
水
、
漁
業
問
題
等
に
つ
い

国

分水すれば影響が懸念される肱川

て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
も
っ
て
い
る
か
。

ま
た
、
肱
川
町
で
は
地
区
住
民
が
建

設
絶
対
反
対
を
決
議
し
、
河
辺
川
上
流

に
も
建
設
反
対
岩
谷
地
区
同
盟
会
が
結

成
さ
れ
て
お
り
、
河
辺
川
流
域
全
体
に

反
対
組
織
が
で
き
る
形
成
で
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
。

肱
川
町
や
河
辺
村
の
対
応
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

先
般
の
六
月
定
例
県
議
会
で
、
谷
本
、

大
前
両
議
員
が
河
辺
川
ダ
ム
問
題
に
つ

い
て
質
問
し
、
白
石
知
事
、
伊
賀
副
知

事
が
答
弁
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
今
後
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

河
辺
川
ダ
ム
に
つ
い
て
町
内
の
各
種

団
体
の
方
々
や
学
識
経
験
者
等
の
構
成

に
よ
り
会
を
作
り
た
い
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
会
を
つ
く
ら

れ
た
の
か
。

二
宮
町
長
:
・
現
在
、
長
浜
町
は
大
洲

市
と
連
携
を
保
ち
な
が
ら
共
に
下
流
域

と
し
て
問
題
点
の
取
り
ま
と
め
を
し
て

い
る
。肱
川
町
、
河
辺
村
に
あ
っ
て
も
相
当

の
危
機
感
を
も
っ
て
対
応
さ
れ
て
お
り
、

本
事
業
の
是
非
の
判
断
に
あ
た
っ
て
は

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
と
と
も
に
住
民

の
意
見
を
聴
取
す
る
と
い
う
方
針
で
進

め
ら
れ
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
判
断

し
て
い
る
。
分
水
問
題
な
ど
に
つ
い
て

は
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
対

応
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
分
水
地

点
に
つ
い
て
は
、
町
内
で
調
査
、
検
討

を
し
て
項
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

県
議
会
の
一
般
質
問
に
対
し
て
、
肱

川
は
開
発
の
余
地
が
残
さ
れ
て
お
り
、

維
持
流
量
も
毎
秒
四
・
一
二
五
ト
ン
以
上
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が
確
保
さ
れ
、
河
川
管
理
上
の
問
題
は

な
い
と
答
弁
さ
れ
て
い
る
が
、
利
用
率

が
二

O
%を
下
回
っ
て
も
多
大
な
影
響

を
与
え
る
場
合
も
あ
り
、
ア
セ
ス
メ
ン

ト
を
実
施
し
な
い
限
り
流
量
を
決
定
す

る
訳
に
は
い
か
な
い
と
考
え
て
い
る
〈

分
水
、
受
益
双
方
の
議
会
の
話
し
合

い
に
つ
い
て
、
行
政
レ
ベ
ル
で
の
協
力

要
請
が
今
年
五
月
に
あ
っ
た
が
、
必
要

な
こ
と
は
、
園
、
県
が
ダ
ム
計
画
に
つ

い
て
資
料
を
公
開
し
、
詳
網
な
説
明
を

流
域
市
町
村
に
行
う
こ
と
が
先
決
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
極
め
て
重
要
な
問

題
で
あ
り
、
今
後
十
分
牧
討
し
、
相
談

を
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

固
と
か
県
と
の
接
触
が
進
ん
で
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
進
捗
状

況
と
合
わ
せ
で
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

時
期
に
つ
い
て
は
ま
だ
少
し
先
に
な
る

と
思
う
。
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利
i 用
i主計
哩画
面に
地つ
利
用検い
1言寸て

般質問 E

日
高
議
員
:
・
水
族
館
の
跡
地
に
つ
い

て
付
近
の
住
民
の
方
々
か
ら
子
供
の
遊

び
場
と
し
て
の
要
請
も
あ
っ
た
と
聞
い

て
い
る
。
当
町
は
土
地
が
狭
い
た
め
、

子
供
た
ち
が
伸
び
伸
び
と
遊
ぶ
場
所
が

な
く
、
保
育
所
な
ど
も
日
曜
日
は
-
戸
が

閉
ま
り
、
遊
ぶ
ご
と
が
で
き
な
く
て
困

る
と
い
う
声
が
多
い
。
遊
具
な
ど
は
な

く
て
も
よ
い
か
ら
ぜ
ひ
利
用
さ
せ
て
欲

し
い
と
い
う
要
望
も
あ
り
、
あ
の
跡
地

に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る

つ
も
り
か
。
子
供
の
遊
び
場
と
し
て
使

わ
せ
て
も
ら
え
な
い
か
伺
い
た
い
。
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二
宮
長
町
:
・
で
き
る
限
り
早
い
時
期

に
跡
地
利
用
計
画
に
つ
け
て
検
討
を
行

い
、
そ
の
方
向
づ
け
を
し
た
い
と
考
え

て
い
る
の
で
ご
理
解
頂
き
た
い
。

区
域
外
延
長
を

県
に
要
請

ー
グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
構
想
1

津
田
議
員
・
:
今
年
の
四
月
に
、
グ
リ
ー

ン
ト
ピ
ア
構
想
(
農
村
地
域
等
情
報
化

構
想
)
の
推
進
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、

大
洲
市
、
内
子
町
、
五
十
崎
町
、
肱
川

町
、
河
辺
村
、
野
村
町
、
宇
和
町
、
城

川
町
の
一
市
六
町
一
村
が
指
定
さ
れ
、

推
進
連
絡
協
議
会
の
会
長
に
近
回
大
洲

市
長
が
選
ば
れ
た
と
報
道
さ
れ
た
が
、

長
浜
町
は
な
ぜ
入
っ
て
い
な
パ
い
の
か
。

人
る
よ
う
な
運
動
を
展
開
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

二
宮
町
長
:
・
こ
の
構
想
の
事
業
は
、

情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
の
み
で
、
事
業

主
体
は
県
、
事
業
実
施
期
間
は
期
限
な

し
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
区
域
の
設
定
、 子供の遊び場として要望のある跡地

事
業
等
に
つ
い
て
事
前
協
議
も
な
く
、

本
町
と
し
て
は
不
満
を
祷
っ
て
い
る
c

区
域
の
変
更
に
つ
い
て
県
に
打
鈴
し

た
が
、
既
に
指
定
通
知
を
し
て
お
り
本

町
の
編
入
の
可
能
性
は
な
い
。

今
後
は
、
指
定
区
域
市
町
村
の
事
業

計
画
を
打
診
し
な
が
ら
可
慢
な
も
の
は

事
業
量
の
拡
大
、
区
域
外
延
長
に
つ
い
.

て
県
に
要
請
し
な
い
と
考
え
て
い
る
。

計
画
通
り
に

1
重
要
事
業

1

津
田
議
員
-
-
-
木
町
の
重
要
事
業
に
は
、

第
二
次
開
発
、
地
域
改
善
対
策
事
業
、

水
道
事
業
、
道
路
改
良
事
業
な
ど
が
あ

る
が
、
す
ベ
で
順
調
に
い
つ
で
い
る
の

カ

二
宮
町
長
:
事
業
の
進
捗
状
況
、
特

に
水
道
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
計

画
通
り
に
進
入
で
い
る
。

街
頭
補
導
で
非
行
防
止

;
青
少
年
の
健
全
育
成
j

堤
議
員
:
天
の
与
え
た
最
大
の
恵
み

は
人
で
あ
り
、
無
限
の
能
力
を
秘
め
た

人
間
こ
そ
我
国
の
宝
で
あ
り
、
そ
の
能

力
を
引
き
出
す
の
が
教
育
の
目
的
で
あ

る
。
教
育
の
手
抜
き
が
あ
る
と
目
に
つ

く
の
が
教
育
で
あ
り
、
目
立
つ
の
が
非

行
で
あ
る
。
教
育
を
育
ん
で
い
く
の
が

我
々
の
責
任
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

県
警
発
表
の
パ
ン
フ
に
よ
る
と
、
当

町
の
青
少
年
の
補
導
率
が
県
下
一
位
に

な
っ
て
お
り
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育

の
あ
り
方
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い

カ。
パ
ン
フ
の
内
容
に
つ
い
で
教
育
委
員

会
は
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

社
会
教
育
の
公
民
館
活
動
の
中
で
、

青
少
年
の
非
行
防
止
の
取
り
組
み
ば
ど

う
な
つ
で
い
る
か
。

近
隣
町
村
と
の
交
流
に
よ
る
非
行
防

止
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
は
も
っ
た
こ

と
が
あ
る
か
。
今
後
近
隣
町
村
と
の
視

察
提
携
を
も
っ
考
え
は
な
い
か
。

三
井
教
育
長
:
教
師
の
異
動
に
よ
る

体
制
の
強
化
を
凶
り
、
人
事
の
刷
新
に

よ
っ
て
正
常
化
へ
移
行
し
て
い
る
。

ま
た
、
全
員
入
部
に
よ
る
部
活
動
の

推
進
強
化
を
勧
め
、
教
師
全
員
に
よ
る

積
極
的
な
指
導
体
制
の
強
化
を
図
り
、

そ
の
効
果
が
徐
々
に
現
れ
て
き
て
い
る
ο

朝
の
時
間
帯
に
ド
リ
ル
の
時
聞
を
設

置
し
、
自
学
自
習
と
基
礎
基
本
の
強
化

を
図
る
と
共
に
、
午
後
の
始
業
時
を
全

校
体
操
と
し
、
心
の
ふ
れ
合
い
を
考
え

な
が
ら
学
習
及
び
体
力
の
基
礎
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
青
少
年
問
題
連
絡
協
議
会
、

学
校
、
相
官
僚
連
絡
協
議
会
等
の
合
同
会

を
も
っ
て
、
相
互
旧
日
解
と
連
帯
を
深
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

夏
季
期
間
中
は
、
毎
晩
街
頭
補
導
を

実
施
し
て
非
行
防
止
に
努
め
て
い
る
。

親
の
教
育
に
対
す
る
対
応
へ
の
関
心
を

持
た
せ
る
手
だ
て
も
教
師
の
忘
れ
で
は

な
ら
な
い
大
切
な
仕
事
で
あ
り
、
愛
護

班
活
動
、
子
供
会
育
成
ヘ
の
関
心
や
、

協
力
心
、
互
助
の
精
神
、
親
子
の
ふ
れ

合
い
、
社
会
環
境
の
浄
化
対
策
等
に
も

意
を
注
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

長
浜
町
の
犯
罪
行
為
件
数
は
四
十
八

件
、
八
幡
浜
市
七
ト
四
件
、
大
洲
市
七

十
件
、
五
十
崎
八
件
、
内
子
八
件
、
肱

川
四
件
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
件

数
だ
け
で
問
題
を
判
断
す
る
こ
と
が
適

当
な
菌
も
あ
る
が
、
考
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
面
も
あ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な

点
を
十
分
把
握
し
な
が
ら
中
学
校
と
の

連
携
を
深
め
、
対
処
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

長
期
的
展
望
に
立
っ
て

財
政
資
金
の
調
整
を

ー
長
浜
町
の
財
政
1

堤
議
員
・
・
当
町
の
財
源
は
、
町
税
約

五
億
五
千
万
円
、
あ
と
交
付
税
、
県
支

出
金
等
に
よ
り
年
間
決
算
額
約
四
十
億

円
と
な
っ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。

公
共
事
業
の
目
的
は
、
公
共
資
産
の

活
用
に
よ
っ
で
町
民
の
利
便
を
図
る
こ

と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
公
共
事
業
に

よ
る
経
済
の
波
及
効
果
で
あ
る
。
当
町

は
、
埋
立
な
ど
大
型
事
業
を
推
進
す
る

た
め
町
民
の
た
め
の
文
化
施
設
や
生
活

環
境
づ
く
り
が
他
町
村
よ
り
た
い
へ
ん

遅
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
行
政
と
は

町
民
が
今
何
を
求
め
て
い
る
か
、
何
が

一
番
急
ぐ
の
か
、
公
平
で
片
寄
り
の
な

い
財
政
運
用
が
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

内
子
町
の
叫
財
政
運
用
を
勉
強
し
て
噴
き

た
い
と
思
う
。
町
債
(
借
金
)
は
七
十

億
円
あ
る
よ
う
で
あ
り
、
長
浜
町
財
政

は
借
金
財
政
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
考
え
で
財
政
運
用
を

し
て
い
る
の
か
。

二
宮
町
長
:
・
行
政
の
方
針
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
よ
っ
て
異

り
、
地
域
に
合
っ
た
方
針
の
確
立
が
必

要
で
あ
る
。
長
浜
に
は
長
浜
の
方
針
が

明
確
に
一
不
さ
れ
て
い
る
乙
と
を
ご
理
解

項
き
た
い
。
文
化
施
設
、
そ
の
他
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
遂
次
整
備
を
し
て
い
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く
と
い
う
計
画
が
あ
る
こ
と
は
ご
承
知

の
通
り
で
あ
る
。

財
政
構
造
の
健
全
化
と
い
う
こ
と
は

た
い
へ
ん
必
要
で
あ
り
、
積
極
的
に
地

域
振
興
等
の
促
進
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

所
得
の
増
大
を
図
り
、
経
費
の
節
減
、

合
理
化
に
努
め
、
投
資
的
経
費
に
充
当

で
き
る
財
源
の
増
大
と
経
済
の
変
動
に

伴
う
長
期
的
展
望
に
た
っ
た
財
政
資
金

の
調
整
を
図
っ
て
い
く
と
い
う
考
え
方

で
執
行
し
て
い
る
。

財
源
配
分
の
選
択
に
つ
い
て
は
、
重

点
配
分
を
や
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え

て
い
る
。

財
政
規
模
の
見
通
し
は
、
国
の
経
済

政
策
等
を
考
慮
し
、
適
確
な
地
方
税
収

入
な
ど
の
自
主
財
源
及
び
地
方
文
付
税

の
把
握
を
常
に
行
い
収
支
の
均
衡
に
努

め
て
お
り
、
開
発
に
よ
っ
て
た
い
へ
ん

な
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
そ
う
な
ら
な
い
計
画

を
た
て
て
い
る
の
で
ご
理
解
項
き
た
い
。

園臨画盤盟国一環ですコンニチハ@長浜文芸

監
理
、
監
督
は
十
分

注
意
し
て

ー
第
二
次
開
発
の
諸
問
題
i

堤
議
員
:
・
埋
立
工
事
も
二
年
目
を
迎

え
、
輪
郭
も
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
た

が
、
昭
和
六
十
四
年
七
月
の
完
売
は
間

違
い
な
い
の
か
。
完
売
不
能
の
場
合
は

当
初
の
契
約
通
り
今
の
建
設
業
者
が
買

い
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
に
金
利
、

そ
の
他
の
負
担
は
か
か
ら
な
い
と
い
う

答
弁
を
受
け
て
い
る
が
間
違
い
な
い
か
。

こ
れ
に
関
す
る
契
約
書
の
コ
ピ
ー
を
提

出
し
て
項
き
た
い
。

工
事
関
係
に
つ
い
て
監
理
監
督
は
ど

の
よ
う
な
専
門
的
な
人
が
見
て
、
ど
こ

が
し
て
い
る
の
か
。
一
次
開
発
の
よ
う

に
吸
い
出
し
現
像
と
い
う
の
が
起
き
て

波
返
し
の
下
が
ガ
ラ
ン
洞
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
指
適
し
て
い
た
が
、
そ
の
よ

う
な
こ
と
は
な
い
の
か
。
防
砂
幕
も
破

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と

の
影
響
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

・力。
二
宮
町
長
:
・
監
理
、
監
督
は
開
発
課

が
担
当
し
て
お
り
、
設
計
図
書
並
び
に

各
工
程
を
十
分
チ
ェ
ッ
ク
し
、
現
場
指

導
に
当
た
っ
て
い
る
。
造
成
地
は
企
業

に
売
り
渡
す
も
の
で
あ
り
、
完
全
な
も

の
に
造
り
あ
げ
る
義
務
と
責
任
が
あ
り
、

監
理
、
監
督
に
は
十
分
注
意
を
し
て
い

き
た
い
。

契
約
書
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
時
期

に
議
会
に
提
案
し
て
ご
審
議
を
し
て
頂

く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
時
点
に
提
案
す

る
も
の
で
ご
覧
項
き
た
い
。

先
の
答
弁
の
通
り

1
河
辺
ダ
ム
対
策

1

堤
議
員
河
辺
川
ダ
ム
は
、
肱
川
町

京
造
地
区
に
造
ら
れ
、
肱
川
の
流
量
調

整
を
し
な
が
ら
、
春
賀
の
石
橋
よ
り
取

水
し
て
中
予
地
区
の
工
業
地
帯
へ
工
業

用
水
と
し
て
分
水
を
目
的
に
建
設
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
企
画
、
計
画
は
県
、

国
が
調
査
費
を
つ
け
、
受
益
者
自
治
体

の
首
長
の
挨
拶
回
り
も
済
み
、
先
般
の

県
議
会
で
白
石
知
事
の
示
唆
に
よ
り
受

益
者
側
議
会
の
代
表
者
と
の
話
し
会
い

に
入
る
よ
う
で
あ
る
。

当
町
に
与
え
る
影
響
は
、
①
春
賀
石

橋
よ
り
肱
川
河
口
聞
の
富
栄
養
化
が
進

み
、
赤
潮
の
発
生
と
悪
臭
の
発
生
②
柴

地
区
の
農
業
に
与
え
る
塩
害
③
塩
害
に

よ
る
当
町
上
水
道
の
枯
渇
④
ア
オ
ノ
リ

業
及
び
肱
川
沿
岸
漁
業
に
与
え
る
影
響

ー
が
あ
げ
ら
れ
、
犠
牲
は
あ
ま
り
に
も

大
き
す
ぎ
る
と
思
う
。

肱
川
町
で
は
、
反
対
運
動
が
起
き
、
学

者
を
含
め
た
研
究
対
策
協
議
会
を
発
足

さ
せ
た
よ
う
で
あ
る
。
当
町
も
新
た
な

対
策
委
員
会
を
作
っ
て
町
単
独
で
こ
の

問
題
に
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

二
宮
町
長
・
:
先
程
日
高
議
員
か
ら
詳

し
い
ご
質
問
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
つ

い
て
ご
答
弁
を
申
し
上
げ
て
い
る
通
り

で
あ
る
。。。
く〉。
く〉

。

埋立てが進む今坊沖

:::子:議!?:す
ちゃん

女
の
子
ら
し
く
て
、
か
わ
い
い
発
音
の
名
前
と
い
う
こ

あ
ゆ
み

と
で
「
歩
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
心
が
美
し
く
、
す
て
き

な
人
生
を
歩
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

平
凡
で
も
い
い
、
笑
顔
の
か
わ
い
い
思
い
や
り
の
あ
る

素
直
な
女
性
に
育
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

(父

1
松
岡
昭
夫
さ
ん
お
歳
・
母
H
陽
子
さ
ん
幻
歳
)
れ宇品生口υ

ワ
ω月

ハ
叫
U年ハUハhu

門
川
H

1
寸
万
口

(長浜)松開

ヨ軍
区青

瓦

圃

ー
白
滝
俳
句
会

1

上
回
ミ
ツ
子

風
鈴
の
音
色
競
ひ
て
山
の
駅清

水

禎

子

揚
羽
蝶
水
飲
む
刻
も
あ
で
や
か
に

岡
野
ノ
ブ
コ

昔
日
の
ご
と
く
校
庭
蝉
時
間

一
宮

年
毎
に
紫
蘭
は
庭
の
座
を
広
む
上
回

潮
騒
の
聞
こ
ゆ
る
町
や
月
涼
し
雨

卯
の
花
や
空
家
と
な
り
し
門
の
内

都
築
い
ち
子

高
き
磁
の
ぼ
り
大
師
の
風
涼
し
上

田

正

庭
の
狭
に
っ
と
鯛
の
け
た
た
ま
し

0

0

0

0

0

0

 

電
話
で
無
料
相
談

行
政
書
士
「
一
一

O
番
」

十
月
一
日
の
法
の
日
に
ち
な
ん
で
、

日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
は
、
十
月
一

日
か
ら
五
日
ま
で
役
所
へ
提
出
す
る
書

類
の
作
成
や
許
認
可
の
手
続
き
等
に
つ

い
て
の
電
話
に
よ
る
無
料
相
談
、
行
政

書
士
「
一
一

O
番
」
を
開
設
し
ま
す
。

{
相
談
密
口
}
愛
媛
県
行
政
書
士
会
宮

0
8
9
9

必

1
4
4
4

一
開
設
時
間
]
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
ま
で

{
相
談
内
容
}
日
常
生
活
に
身
近
な
官

公
暑
に
提
出
す
る
書
類
や
権
利
義
務
お

よ
び
事
実
証
明
に
関
す
る
書
類
、
農
地

転
用
、
土
地
開
発
、
車
庫
証
明
、
風
俗

営
業
許
可
、
告
訴
、
告
発
状
の
作
成
、

国
籍
帰
化
な
ど
各
種
行
政
手
続
等
の
疑

問
に
答
え
て
く
れ
ま
す
。

日
曜
日
は
休
館

高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 菊

枝
孝
子滴

高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

定
休
日
が
変
わ
り
ま
し
た
。
七
月
ま
で

は
毎
月
第
二
日
曜
日
を
開
館
し
て
い
ま

し
た
が
、
八
月
か
ら
日
曜
日
は
す
べ
て

休
館
と
な
り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ

F

当

O

司
王
し
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9
月
9
日
は
救
急
の
日

「
救
急
の
日
」
は
、
国
民
の
救
急
医

療
及
び
救
急
業
務
に
対
す
る
正
し
い
理

解
と
認
識
を
深
め
、
救
急
医
療
関
係
者

の
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
昭
和
五
十
七
年
に
定
め
ら
れ
ま
し

た。夜
間
に
多
発
す
る
救
急
患
者

長
浜
町
に
お
け
る
昨
年
の
救
急
出
場

で
は
、
二
百
四
十
二
人
の
傷
病
者
を
救

急
病
院
等
へ
搬
送
し
て
い
ま
す
。
前
年

と
比
較
す
る
と
、
件
数
で
十
四
件
、
掘

送
で
十
五
件
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
ま

す。ま
た
、
出
場
件
数
二
百
四
十
二
件
の

う
ち
、
全
体
の

半
数
以
上
に
あ

た
る
百
二
十
七

件
は
夜
間
に
発

生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
夜
間
に
発

生
し
た
救
急
患

者
の
原
因
を
調

べ
て
み
る
と

「
以
前
か
ら
自

覚
症
状
が
あ
り
、

我
慢
で
き
な
く

な
っ
て
救
急
車

を
要
請
す
る
」

と
F

い
っ
た
ケ
ー

ス
が
多
い
よ
う

で
す
c

日
ご
ろ
か
ら
、

自
分
の
健
康
状

国画面画壇圏適正な救急車の利用@暴走族追放

救急出場概要(昭和60年)

事故種別
急 J高 一般負傷 交通事故 その千也 合計

件数搬送人員

イ牛 数 134 45 36 27 242 

搬送人員 129 45 42 26 242 

態
を
チ
エ

y
ク
し
、
異
常
が
あ
れ
ば
最

悪
の
状
態
に
な
る
前
に
主
治
医
に
相
談

す
る
か
、
早
め
に
受
診
す
る
よ
う
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

適
正
な
救
急
車
の
利
用
を

昨
年
教
急
車
で
搬
送
し
た
二
百
四
十

二
人
の
搬
送
者
の
う
ち
、
八
十
一
人
は

紋
急
性
の
な
い
傷
病
者
で
し
た
。
こ
れ

は
全
体
の
三
三
・
五
%
に
あ
た
り
、
前

年
と
比
べ
る
と
五
・
八
%
増
え
て
い
ま

す。
長
浜
支
署
に
は
、
救
急
車
が
一
台
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
風
邪
や
軽
い
怪
我
な

ど
で
安
易
に
救
急
車
を
利
用
さ
れ
ま
す

と
、
万
一
緊
急
に
病
院
へ
搬
送
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
重
症
者
が
発
生
し
た
と

き
た
い
へ
ん
で
す
。
救
急
車
の
正
し
い

利
用
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

身
に
つ
け
よ
う
救
急
処
置

事
故
な
ど
に
よ
り
負
傷
者
が
発
生
し 長浜支署に配備されている救急車

た
場
合
、
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る

ま
で
の
問
、
負
傷
者
に
応
急
手
当
を
す

る
と
し
な
い
と
で
は
病
後
の
な
り
ゆ
き

に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
な
か
で
も
、

呼
吸
停
止
や
大
出
血
な
ど
の
重
症
患
者

は
、
そ
の
場
で
直
ち
に
応
救
処
置
を
し

な
け
れ
ば
た
い
へ
ん
で
す
。

万
一
の
と
き
に
備
え
、
正
し
い
応
救

処
置
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
消
防
署

で
は
、
応
紋
手
当
な
ど
の
救
急
法
の
普

及
に
努
め
て
い
ま
す
か
ら
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
大
洲
消
防
署
長
浜

支
署
(
密
臼

1
0
1
5
4
)

へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
し
な
い
・
さ
せ
な
い

許
さ
な
い
」
を
決
議

長
浜
町
交
通
安
全
推
進
協

議
会
(
二
宮
重
憲
会
長
)
は
、

七
月
二
十
一
日
町
体
育
館
で

「
暴
走
族
追
放
対
策
会
議
」

を
開
き
、
暴
走
族
の
追
放
を

決
議
し
ま
し
た
。

同
協
議
会
に
は
合
田
県
警

交
通
部
長
大
塚
大
洲
警
察
署

長
や
町
内
各
種
団
体
関
係
者

お
よ
そ
五
十
人
が
出
席
し
て
、

合
田
交
通
部
長
、
吉
田
交
通

課
長
が
県
内
の
暴
走
族
の
現
況
と
実
態

を
報
告
、
暴
走
族
追
放
啓
蒙
活
動
の
推

進
、
地
域
、
職
域
、
学
校
に
お
け
る
青

少
年
指
導
の
強
化
、
不
法
改
造
車
両
の

追
放
、
警
察
へ
の
通
報
体
制
の
確
立
な

ど
を
協
議
し
ま
し
た
。

大
洲
署
管
内
で
は
、
昨
年
本
町
内
で

暴走族追放を決議した大会(町体育館)

二
人
が
暴
走
行
為
で
死
亡
し
、
九
人
の

暴
走
に
よ
る
重
傷
事
故
が
あ
っ
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
住
民
の

代
表
者
か
ら
、
不
法
車
に
対
す
る
ガ
ソ

リ
ン
の
不
売
運
動
や
、
広
報
車
に
よ
る

暴
走
族
追
放
の

P
R
な
ど
を
実
施
す
る

よ
う
提
案
さ
れ
、
町
民
ぐ
る
み
で
暴
走

族
追
放
運
動
に
乗
り
出
す
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
ほ
ど
今
坊
の
国
道
3
7

8
号
線
沿
い
に
、
「
暴
走
族
追
放
」
の
立

て
看
板
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
看

板
は
、
長
浜
町
交
通
安
全
推
進
協
議
会

と
長
浜
町
交
通
安
全
協
会
、
伊
予
長
浜

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
大
洲
警
察
署
が

建
て
た
も
の
で
、
高
さ
五
対
の
鉄
製
の

三
角
柱
に
「
許
す
な
暴
走
め
ざ
せ
無
事

故
」
「
安
全
と
平
和
が
好
き
で
す
こ
の
町

は
」
な
ど
の
文
字
が
書
き
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
塔
の
設
置
作
業
な
ど
は
交
通

安
全
協
会
喜
多
灘
支
部
が
行
っ
た
も
の

で
す
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

9
月
幻
自

i
羽
田

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
交
通
安
全
知

識
を
普
及
、
啓
発
し
、
交
通
安
全
思
想

の
高
揚
を
図
り
、
正
し
い
交
通
ル

l
ル

と
マ
ナ
l
の
実
践
を
習
慣
守
つ
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
交
通
事
故
を
防
止
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十

日
ま
で
の
十
日
間
、
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

①
シ

l
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ

y
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底
②
歩
行
者
お
よ
び

自
転
者
利
用
者
の
交
通
事
故
防
止
③
二

輪
車
を
中
心
と
し
た
無
謀
運
転
の
追
放

を
重
点
目
標
に
推
進
し
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
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ご
協
力
く
だ
さ
い

密
航
の
発
見
、
通
報

愛
媛
県
は
離
島
が
多
く
海
岸
線
が
長

い
た
め
、
密
航
者
の
格
好
の
上
陸
場
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
密
航
事
例
を
み
ま
す
と
、
事

前
に
海
岸
の
地
形
と
か
目
標
と
な
る
灯

台
や
道
路
事
情
、
交
通
の
便
な
ど
を
詳

し
く
調
べ
た
う
え
で
組
織
的
円
、
計
画
的

に
敢
行
さ
れ
て
い
る
の
が
実
体
で
す
。

こ
の
た
め
警
察
だ
け
で
密
航
者
を
発
見

じ
て
検
挙
す
る
ご
と
は
益
々
困
難
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
私
達
の
町
や
村
の
秩
序
を
守

る
た
め
、
あ
や
し
い
船
や
人
の
発
見
、

通
報
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

(
あ
や
し
い
船
)

O
暗
く
人
け
の
な
い
海
岸
に
近
づ
こ
う

と
し
て
い
る
船
や
ゴ
ム
ボ
ー
ト
。

O
ぶ
面
下
す
れ
す
れ
を
ク
ジ
ラ
の
よ
う

に
進
む
物
体
。

。
漁
業
区
域
周
辺
に
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い

る
船
で
、
地
元
の
漁
船
が
近
づ
く
と
離

れ
る
船
。

O
夜
間
、
灯
火
を
つ
け
な
い
で
航
行
し

て
い
る
船
。

O
外
見
は
日
本
漁
船
に
似
て
い
る
が
、

エ
ン
ジ
ン
音
が
異
り
、
船
足
が
異
常
に

早
く
、
し
か
も
漁
具
を
備
え
て
い
な
い

船。(あ
や
し
い
人
〉

O
海
岸
付
近
の
岩
影
や
草
む
ら
、
無
人

駅
に
隠
れ
て
い
る
人
。

O
地
元
の
人
な
ら
誰
で
も
知
っ
て
い
る

地
名
や
駅
へ
の
道
順
を
尋
ね
る
入
。

O
暗
い
海
岸
で
石
を
た
た
い
て
い
る
人

ま
た
は
、
懐
中
電
灯
を
点
滅
さ
せ
て
合

図
を
送
っ
て
い
る
人
。

O
着
衣
や
言
葉
づ
か
い
な
ど
が
日
本
人

と
違
う
人
。

O
夕
暮
れ
時
、
海
岸
に
向
う
釣
り
人
風

で
も
観
光
客
風
で
も
な
い
見
知
ら
ぬ
人
。

O
景
勝
地
で
も
な
い
の
に
写
真
を
何
枚

も
撮
っ
た
り
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
る
人
。

あ
や
し
い
船
ゃ
あ
や
し
い
人
を
み
つ

け
た
ら
、
最
寄
り
の
警
察
署
、
派
出
所
、

ま
た
は
駐
在
所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

Nt 
^ H り
ヨミ K~ 
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コ九二い

ンの主
クャ表

i長〉
jレ

愛
媛
県
大
会

N
H
K
で
は
、
青
年
の
皆
さ
ん
が
何

を
感
じ
、
何
を
考
え
て
い
る
か
を
広
く

一
般
の
人
び
と
に
訴
え
る
と
と
も
に
、

若
い
世
代
の
清
新
で
建
設
的
な
意
見
を

交
換
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
「
N

H
K
青
年
の
主
張
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

第
三
十
三
回
に
あ
た
る
今
年
は
、
次

の
要
領
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。
青
春
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
/
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
の

{
愛
媛
県
大
会
]
昭
和
白
年
日
月
3
日

N
H
K
松
山
放
送
局
第
一
ス
タ
ジ
オ
一

応
募
原
稿
締
切
}
同
月
打
日
一
全
国
大

会
}
昭
和
白
年
1
月
日
日
、

N
H
K
ホ

ー
ル
(
東
京
)
{
一
ア

l
マ
}
①
青
春
独

立
宣
言
②
キ
ャ
ン
パ
ス
に
か
け
た
夢
③

僕
は
地
球
人
{
参
加
資
格
}
愛
媛
県
に

住
ん
で
お
り
、
昭
和
部
年
1
月
日
日
か

ら
昭
和
剖
年
4
月

1
Hま
で
に
生
ま
れ

た
方
{
応
募
先
}
一
T
川
松
山
市
堀
之
内

5

N

H

K
松
山
放
送
局
「
青
年
の
主

張
」
係

保
険
料
の
免
除
申
請

国
民
年
金

年
金
法
改
正
後
、
特
に
免
除
申
請
の

手
続
及
び
認
定
が
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。

本
人
か
ら
の
申
請
が
な
け
れ
ば
、
市
町

村
は
申
請
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。
認

定
基
準
の
一
部
改
正
で
個
人
年
金
、
生

命
保
険
の
加
入
者
は
、
免
除
さ
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
誰
の
た
め
で
も
な

い
、
自
分
の
た
め
の
年
金
で
す
。
で
き

る
だ
け
毎
月
の
保
険
料
を
納
め
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

ど
う
し
て
も
保
険
料
を
納
め
る
の
が

困
難
だ
と
い
う
方
は
、
一
度
役
場
福
祉

年
金
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
保
険
料

を
納
め
ず
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
申
請
に
は
必
ず
印
鑑
が
必
要
で

す。

月~ -'ξ え-
i工まぜ来困i
、れ 、年量生

i実て海四宮下:
i績い岸旦-a:-
iをま回 24利j
i高すり副田
iめ。線 :"m
iま皆の民し i
iしん存営レ
よな続イヒ令.
iうでがをつ i
。利危控

「
月
月
に
月
見
る
月
は
多
け
れ
ど
、
類
に
と
っ
て
大
き
な
飛
躍
で
あ
る
」

月
見
る
月
は
こ
の
月
の
月
」
と
言
う
と
言
っ
た
ア

I
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
の
言

歌
が
あ
り
ま
す
。
月
は
や
っ
ぱ
り
中
葉
は
有
名
で
す
。

秋
の
名
月
に
限
り
ま
す
。
中
秋
の
名
人
類
が
大
き
な
飛
躍
を
と
げ
た
代

月
に
ス
ス
キ
や
団
子
を
供
え
て
月
見
わ
り
に
、
月
の
ロ
マ
ン
は
な
く
な
つ

を
す
る
風
習
は
各
地
に
あ
り
ま
す
。
て
し
ま
う
の
か
と
思
い
ま
し
た
が
、

ま
た
、
イ
モ
名
月
と
称
し
て
、
サ
ト
最
近
は
、
昔
に
も
増
し
て
中
秋
の
名

イ
モ
を
供
え
る
地
方
も
あ
り
ま
す
。
月
の
行
事
が
盛
ん
な
よ
う
で
す
。

月
の
中
に
ウ
サ
ギ
が
い
る
と
一
言
う
ア
ポ
ロ
計
画
の
変
更
で
、
月
の
ウ

話
は
、
日
本
ば
か
り
で
な
く
中
園
、
サ
ギ
は
静
け
さ
が
戻
っ
た
と
喜
ん
で

イ
ン
ド
な
ど
に
も
あ
り
ま

b

陸

1

p

い
る
か
も
し

す

し

、

メ

キ

シ

コ

イ

ン

デ

鼻

W
Fト
「

ヒ

可

れ

ま

せ

ん

の

イ

ア

ン

な

ど

に

も

月

の

う

ノ

J

j

a

F

と
こ
ろ
で
、

さ
ぎ
の
話
が
伝
わ
っ
て
い

-
Z
E
E
1
2
1
1
1
s

月
に
ロ
マ
ン

る

そ

う

で

す

。

弘

国

F

一
個
圏
醐
開
閉
謝
噛

1
J一
を
感
ビ
る
と

人

聞

は

古

く

か

ら

月

に

覇

空

瞳

圃

蝿

理

由

一

い

え

ば

、

テ

ロ
マ
ン
を
感
ビ
腰
昨
臨
一
圏
圏
圃
園
晒
'
調
掴
注
レ
ピ
で
育
っ

て
き
ま
し
た
。
醐
岡
田
圃
一
圃
園
圃
輯
勺
山
尉
市
ユ
た
若
い
世
代

そ
の
月
に
、
初
輔
輔
盟
一
輔
吊

i
a品
配
曲
心
よ
り
も
、
お

め

で

人

聞

が

降

陣

量

一

携

し

匙

輔

又

年

寄

り

の

ほ

り
立
っ
た
の
は
、

4
錨
暗
唱
一
副
菌
曜
富
E
E
B
E
E
-
一
う
が
気
持
ち

一
九
六
九
年
の
こ
と
で
し
は
強
い
は
ず
。
九
月
十
五
日
は
敬
老

た
。
ア
メ
リ
カ
の
ア
ポ
ロ
の
目
、
そ
し
て
十
五
日
か
ら
二
十
一

日
号
が
七
月
二
十
日
に
月
日
は
老
人
福
祉
週
間
で
す
。
現
在
、

の
「
静
か
の
海
」
に
着
陸
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は
、
十

し
、
ァ
l
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
、
人
に
一
人
の
割
合
で
す
が
、
二

O
二

オ
ル
ド
リ
ン
の
二
人
が
月

O
年
に
は
五
人
に
一
人
の
割
合
に
な

に
立
っ
た
の
で
す
。
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
老
人
問
題

「
一
人
の
人
間
に
と
っ
て
は
お
年
寄
り
だ
け
で
な
く
、
若
い
人

は
小
さ
な
一
歩
だ
が
、
人
た
ち
の
問
題
で
も
あ
る
の
で
す
。

所得合計額 1，000円単位 百円単位四捨五入

I首 固定資産
10万円

2.5 万円単位四捨五入
l二士すし

生命保険料 1万円
15 千円単位四捨五入

等の合計額 に対し
給与所得の 1千円

0.2 百円単位四捨五入
合計額 lこ士ナし

18歳未満
1人に

175 
~Ij年に所得のあっ

士す し た者は除く

障害者
1人に

350 
減 士ナ し

世帯主
世帯員に18歳以上

か 婦 350 の就業者があると
l二女fし

き は除 く

医療費控除 1万円
4 子円単位四捨五入

。コ 寄買 lこ士すし

保険料免除基準(昭和61年度)
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入
院
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
大
切
な
ご

と
は
、
病
人
の
気
持
ち
を
落
ち
つ
か
せ

る
周
囲
の
心
配
り
で
す
。
病
人
の
精
神

状
態
は
、
肉
体
的
な
苦
痛
や
病
気
に
対

す
る
心
配
な
ど
で
、
た
だ
で
さ
え
不
安

定
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、
入
院
と

な
る
と
即
重
病
と
解
釈
し
て
、
不
安
感

を
助
長
し
が
ち
で
す
。

家
族
は
、
で
き
る
だ
け
不
安
感
を
と

り
除
く
よ
う
に
入
院
の
理
由
を
説
明
し
、

皆
で
病
人
を
見
守
っ
て
い
る
ご
と
を
納

得
さ
せ
る
よ
う
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
人
に
よ
っ
て
は
、
入
院
す
る

自
分
の
こ
と
よ
り
も
残
し
て
行
く
家
族

や
子
供
の
こ
と
、
仕
事
の
こ
と
な
ど
が

心
配
と
い
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
こ

の
よ
う
な
人
に
は
、
安
心
し
て
入
院
治

病
室
が
決
ま
っ
た
ら
、
担
当
の
看
護

婦
に
、
主
治
医
名
、
看
護
婦
名
を
聞
く

一
方
、
家
族
の
連
絡
先
を
知
ら
せ
て
お

川
鵠
帯
品
の
リ
ス
ト
を
つ
く
ろ
う
川

き
ま
す
。
留
守
中
の
連
絡
方
法
を
付
け

病
院
に
持
っ
て
い
く
品
は
、
必
要
最
加
え
る
こ
と
も
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
ハ

少
限
に
。
リ
ス
ト
を
作
っ
て
か
ら
そ
ろ
病
人
の
入
院
生
活
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

え
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
病
院
に
よ
っ
を
家
族
が
し
っ
か
り
つ
か
ん
で
お
く
こ

で
は
準
備
し
な
く
て
よ
い
物
(
寝
衣
な
と
も
大
切
で
す
。
例
え
ば
、
ト
イ
レ
や

ど
)
や
、
持
ち
込
み
を
制
限
さ
れ
て
い
洗
面
所
の
場
所
、
ブ
ザ
ー
の
使
い
方
な

る
物
(
電
気
製
品
な
ど
)
が
あ
り
ま
す
ど
を
確
認
し
た
り
、
回
診
、
面
会
、
食

か
ら
入
院
案
内
を
よ
く
読
ん
だ
り
、
担
事
、
消
灯
な
ど
の
生
活
時
聞
を
し
っ
か

購

入

院

す

る

前

に

麟

関

関

り

守

っ

て

、

病

院

長
L
実
ぷ
当
時
北
す
ド
つ
れ
Y
甲

の

規

律

を

乱

、

さ

な

玄
1
J
I
タ
ゃ
J
b
E
メ
ト
t
p
f
d
J
匂

3

2

3

E

J
』

1
4
1
i

い
よ
う
に
気
を
つ

落

ち

つ

か

せ

る

け

ま

し

ょ

う

o

付
き
そ
い
に
つ

当
者
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
幼
い
子
供

い
て
は
、
丙
院
の
看
護
態
勢
と
病
人
の

の
入
院
に
は
、
そ
の
子
が
愛
用
し
て
い
や
」
病
状
に
よ
っ
て
必
要
と
な
り
ま
す
か
ら
、

る
食
器
や
ぬ
い
ぐ
る
み
の
お
も
ち
ゃ
ア

ど
も
携
帯
品
に
加
え
て
み
る
な
ど
、
患
家
族
や
担
当
者
と
十
分
話
し
合
っ
て
き

者
に
合
わ
せ
て
持
っ
て
い
く
も
の
を
考
め
ま
し
ょ
う
。

え

る

よ

う

に

し

ま

し

ょ

う

。

ま

た

、

入

・

退

院

時

は

、

大

き

な

音

や
声
を
出
し
が
ち
で
す
が
、
周
り
の
人

に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
十
分
注

意
し
た
い
も
の
で
す
。

療
が
で
き
る
よ
う
に
周
囲
や
家
族
聞
の

調
整
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

1111111111111 

入家
院族
生か、
活つ
のか
アむ
ウ
ト
τ7 
イ
ン
1111111111111 

入院には、おおよそ次のような物

が必要です。大きな病院には、たい

てい売庖がありますので、そこででh必

要品を買い足せるカか、どうカか、、あらか

じめ調べておきましょう。

0洗面道具一式、くし、化粧品、ひ

げそり用具

0ねまき、肌着、ガウン(羽織)、ソ

ックス(足袋)、タオル、パスタオ

jレ

0 湯飲み、きゅうす、はし、スプー

ン、ナイフ、小鍋、盆、ふきん

0ちり紙、スリッパ、ポリ袋、洗剤、

ハンガ一、時計、ポッ卜、ぞうきん

o保険証、印鑑、筆記用具、小銭など

入院に必要本晶物

今
月
の
日
曜
当
直
病
・
医
院
は
次
の

通
り
で
す
。
受
付
時
間
は
午
前
十
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
で
、
診
療
は
救
急
患

者
の
方
だ
け
で
す
。

。9月
7
日
清
水
医
院
密
⑫
2
8
8
3

0
9月
H
日
米
川
医
院
密
⑫
0
1
6
5

。9月
日
日
岡
田
医
院
宮
⑫
0
6
3
9

。9月
担
日
菊
地
医
院
密
⑫
0
2
0
9

。9月
お
日
門
屋
医
院
密
⑫
0
2
0
2

。9月
出

臼

辻

医

院

密

@
0
1
7
4

。9月
8
日
出
海
小
学
校

時
日
分
1

1
時
却
分

。9月
9
日

豊

茂

公

民

館

午

前

叩

時
日
分

l
m
時
加
分
マ
大
和
公
民
館

午
後
1
時
日
分
1

1
時
却
分

。9月
日
日
喜
多
灘
小
学
校
午
後

1
時
日
分
1

1
時
叩
分

。9月
口

日

櫛

生

小

学

校

午

後

1

時
日
分
1

1
時
却
分

。9月
回

目

白

滝

公

民

館

午

後

1

時
日
分
1

1
時
加
分

…

乳

児

健

診

…

。9月
刊
日
町
体
育
館
午
後
1
時

1
2
時
対
象
は
昭
和
的
年
目
月
、
白

年
1
月
、
4
月
生
ま
れ
の
子
供
さ
ん
o

h

一
一
一
歳
児
健
診

。9月
ロ

日

町

体

育

館

午

後

1
時

1
2
時
対
象
は
昭
和
田
年
6
月、

7

月、

8
月
生
ま
れ
の
子
供
さ
ん
。

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診 午

後
1

。9月
口
日
大
和
公
民
館

時
却
分

1
日
時

。9月
四
日
櫛
生
小
学
校

時
叩
分

1
1
時

…
不
用
犬
買
い
上
げ
日
…

。9月
叩
日
各
連
絡
所
は
午
前
9
時

ま
で
、
本
庁
役
場
午
前
日
時
ま
で
。
買

い
上
げ
料
金
は
一
頭
五
百
円
。

午
前
9

午
前
9

自
分
の
健
康
は
自
分
で

県
民
健
康
の
日

毎
月
間
目

生
涯
を
通
じ
る
健
康
a

つ
く
り
の
た
め

に
、
年
一
回
自
分
の
健
康
度
を
測
定
し
、

医
師
、
保
健
婦
、
栄
養
士
、
運
動
指
導

員
に
よ
る
健
康
づ
く
り
の
指
導
を
受
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

健
康
増
進
の
た
め
の
専
門
施
設
で
あ

る
愛
媛
県
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、

血
液
、
尿
、
眼
圧
、
眼
底
、
呼
吸
機
能
、

胸
部
X
線
、
血
圧
、
心
電
図
な
ど
の
各

種
検
査
や
体
力
測
定
、
栄
養
診
断
を
実

施
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
を
行
っ

て
、
そ
の
日
の
う
ち
に
、
各
人
の
健
康

度
に
合
っ
た
健
康
司
つ
く
り
の
指
導
を
し

て
い
ま
す
。

毎
月
十
日
は
「
県
民
健
康
の
日
」
0

自
分
の
健
康
は
自
分
で
つ
く
り
ま
し
ょ

h

「
ノ
。

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

愛
媛
県
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
(
一
T

川
松

山
市
末
広
町
一

l
一
合
0
8
9
9
1
伍

1
8
0
0
8
)
へ
。

見
る
よ
り
も
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で

得
る
健
康
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ト
ー
ク
の
日

ー
糸
一
電
話
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
ー

〔
J

一〕

U
口
口
口
口
口
口
口

親
子
の
ふ
れ
合
い
深
め

1
豊
茂
保
育
所

1

吋 ルポ・続まちの先覚者

伊
予
長
浜
電
報

電
話
局
(
渋
川
誠

郎
局
長
)
は
、
日

日
を
「
ト
l
ク
の

日
」
と
決
め
て
、

町
内
保
育
所
と
幼

稚
園
の
園
児
た
ち

に
糸
電
話
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
青
刑
判
政

司
係
長
が
「
家
で

お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
作
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
い
っ
て
一

人
一
人
の
子
供
た

ち
に
手
渡
し
た
。

口

八

月

二

日

夜

七

時

か

ら

本

町

通

り

で

恒

例

の

口

長

浜

音

頭

踊

り

大

会

が

聞

か

れ

、

十

九

団

体

、

口

約

五

百

四

十

人

が

夏

の

商

底

街

を

リ

ズ

ム

軽

ゃ

っ

か

に

練

り

歩

い

た

。

農

協

、

漁

協

、

婦

人

会

、

円

U

P

T

F〕

A

日

金

融

口

機

関

門

]

な

ど

1

の
踊

日

り

子

引
が
、
揃
い
の
浴
衣

日
で
海
の
祭
典
を
盛

川
り
上
げ
、
長
浜
の

川
夏
は
最
高
潮
に
逮

[
し
た
。

寸
!
」

リズム車主やかに
~長浜音頭踊り大会~

七
月
三
十
H
、
豊
茂

保
育
所
(
大
藤
恭
子
所

長
)
で
仮
の
つ
ど
い
を

開
催
。
親

f
あ
わ
せ
て

約
百
五
十
人
が
参
加
し

て
、
同
児
た
ち
が
作
っ

た
牛
乳
パ
ッ
ク
の
提
灯

が
園
庭
を
彩
り
、
汁
な

つ
か
し
い
か
き
氷
や
綿

菓
子
な
ど
の
出
席
が
並

び
、
親
子
の
ふ
れ
合
い

を
深
め
て
い
た
。
ま
た
、

職
員
が
作
っ
た
お
ば
け

財
政
に
人
気
が
集
ま
っ

て
い
た
。

~téJ 
口
口

口

口
円

口口口口口口こ Lつ口口口口口口仁

町
の
姿
が
一
日
で

1
え
ひ
め
テ
ク
ノ
ピ
ア
博
1

七
月
二
十
日
か
ら
県
民
文
化
会
館
で
関
か
れ
て
い
る
「
え

ひ
め
テ
ク
ノ
ピ
ア
博
」
に
本
町
も
ふ
る
さ
と
パ
ピ
リ
オ
ン

の
一
角
に
「
マ
リ

ン
タ
ウ
ン
の
明
日
」

を
テ
l
マ
に
掲
げ
、

町
の
地
形
、
交
通
、

観
光
な
ど
の
安
と

将
来
に
向
け
ζ

の

犬
事
業
が
A

目
で

わ
か
る
コ
ン
ハ
ク

ト
な
ジ
オ
ラ
マ
と

パ
、
千
ル
に
凝
縮
し

て
未
来
の
ふ
る
さ

と
、
つ
く
り
を
展
開

し
た
ο

岸

本

兵

太

郎

合
名
会
社
岸
本
商
底
長

浜
本
応
、
宇
和
島
営
業
所
、

八
幡
浜
常
業
所
、
伊
予
塩

帰仇
J

一
冗
売
株
式
会
社
長
浜
本
席
、

パ
uy、
宇
和
島
営
業
所
、
松
山
蛍

叩
業
所
、
今
治
営
業
所
、
新
居
浜
営
業

問
所
。
と
長
浜
の
卸
商
家
の
名
門
岸
本

ゆ
家
の
基
礎
を
き
ず
い
た
の
が
、
岸
本

山
一
比
一
太
郎
で
あ
る
。

一
文
久
元
年
(
一
八
六
二
)
六
月
十

…
八
日
、
父
岸
本
唯
七
、
母
岸
本
ヒ
デ

…
の
長
見
と
し
て
岡
山
県
児
島
郡
下
津

川
井
港
ド
ド
生
ま
れ
た
。

山
父
唯
七
は
下
津
弁
港
に
分
家
し
て

m

米
屋
を
営
ん
で
い
た
。
兵
太
郎
は
下

町
津
井
石
津
家
よ
り
加
年
を
妻
に
迎
え
、

町
家
業
の
米
屋
を
営
む
か
た
わ
ら
海
運

…
業
を
常
ん
だ
。
紙
一
船
の
味
野
塩
一
同
か

同
ら
塩
を
買
い
う
け
て
、
明
治
二
十
年

内
頃
か
ら
長
浜
へ
塩
を
運
び
、
塩
小
売

問
庖
へ
塚
を
卸
売
し
て
い
た
。

ば
明
治
二
十
八
年
家
族
と
共
に
当
地

に
移
住
し
て
、
塩
、
米
、
麦
、
メ
リ

ケ
ン
粉
、
肥
料
、
焼
酎
、
砂
糖
、
石

油
手
の
卸
販
売
に
従
事
し
た
。
メ
リ

ケ
ン
粉
の
日
清
製
粉
特
約
庖
は
愛
媛

県
で
一
番
古
い
。

長
浜
の
将
来
性
を
見
て
移
住
し
て

き
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
合
名
会

社
岸
本
商
自
の
基
縫
を
つ
く
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
問
、
明
治
三
十

八
年
塩
が
専
売
制
に
な
る
と
同

時
に
、
塩
元
売
開
人
の
指
定
を

う
け
た
。
以
来
A
r
H
ま
で
塩
元

売
捌
の
大
一
冗
締
で
あ
る
。

兵
太
郎
は
先
見
の
明
が
あ
っ

た
の
か
、
昔
は
川
舟
で
品
物
を

運
び
、
つ
ぎ
は
馬
車
、
次
に
ト

ラ
ッ
ク
に
な
っ
た
が
、
一
番
先
に
機
帆

船
を
購
入
し
た
。
そ
の
時
は
、
江
湖
へ

大
勢
の
人
が
珍
し
そ
う
に
見
に
来
た
と

の
事
で
あ
る
。
自
転
車
も
喜
多
郡
で
一

番
先
に
乗
り
出
し
た
そ
う
で
あ
る
。

海
運
業
も
営
な
ん
で
い
た
が
戦
前
は

六
隻
位
機
帆
船
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
。

ま
た
松
山
へ
も
進
中
山
し
な
。
大
街
道

で
砂
糖
。
メ
リ
ケ
ン
粉
の
卸
し
、
文
化

鰻
頭
を
庖
頭
で
売
り
出
し
、
大
街
道
を

ゆ
く
人
の
目
を
ひ
い
た
こ
と
も
、
後
の

人
の
語
り
草
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
三
年
(
一
九
五
八
)
十
一
月

二
十
六
日
、
九
十
八
歳
の
天
寿
を
全
う

し
た
。
死
ぬ
る
ま
で
駒
船
山
齢
、
定
期

頂
金
の
満
期
日
を
覚
え
て
い
た
と
い
う
。

兵
太
郎
の
あ
と
二
代
安
衛
、
一
二
代
兵

一
と
受
け
継
ぎ
、
現
ム
仕
四
代
目
当
主
岸

本
准
一
郎
社
長
が
、
昭
和
五
十
二
年
吸

牧
合
併
に
よ
り
、
一
社
と
な
っ
た
伊
予

塩
元
売
株
式
会
社
の
代
表
者
と
し
て
斯

業
に
精
励
し
て
い
る
。
(
長
浜
町
丈
化

財
保
護
審
議
会
委
員
、
久
保
七
郎
)
明
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表
彰
本
*
*

生
田
八
重
子
さ
ん

青
少
年
補
導
に
功
績

急
襲
7

ん

U
舵
機
繍
務
長
さ
櫛
生
の
生
間
八

市
ナ
磯
護
士
よ
ん
l
写
真

F
h守
一
一
本
的
行
川
い

U

一
」
ハ
三
)
は
、

一
叫
建
自
主
目
少
年
補
導
委
員

、
と
し
て
、
地
域
の
非
行
防
止
に
積
極
的

な
活
動
を
続
け
た
功
績
に
よ
り
、
七
月

一
十
同
日
松
山
市
で
関
か
れ
た
県
青
少

年
補
導
員
連
絡
協
議
会
総
会
の
席
上
、

佐
藤
弘
同
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
〉

広
域
消
防
長
浜
支
署

献
血
運
動
に
功
績

大
洲
地
医
広
域
消
防
事
務
組
合
長
浜

支
署
(
森
本
位
支
署
長
)
は
、
多
年
に

わ
た
り
献
血
運
動
に
功
績
が
あ
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
白
石
春
樹
安
媛
県
知
事
か

ら
表
彰
さ
れ
、
七
月
二
十
瓦
日
一

-I町

長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

醐園田画阻章表彰ースポーツ問

血
旦
茂
母
親
ク
ラ
ブ

優
良
と
も
し
び
母
親
ク
ラ
ブ

兜
竜
の
健
全
育
成
の
た
め
の
婦
人
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
あ
る
県
と
も
し
び

母
親
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
の
結
成
十
周

年
記
念
式
典
が
七
月
二
十
一
二
日
、
松
山

市
の
県
民
館
で
聞
か
れ
、
豊
茂
母
親
ク

ラ
ブ
(
宇
都
宮
利
恵
会
長
)
は
児
童
健

全
育
成
に
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り

優
良
と
も
し
び
母
親
ク
ヲ
ブ
会
長
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

釣
り
、

黒
ん
坊
大
会
な
ど

海
の
祭
典

二宮町長から森本支署長へ伝達

八
月
三
日
沖
浦
の
海
水
浴
場
で
海
の

祭
典
が
開
か
れ
、
釣
り
大
会
、
黒
ん
ぽ

大
会
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
宝
ま
き
な
ど

が
行
わ
れ
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た各
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

一
釣
り
大
会
一
マ
一
般
の
都
①
菊
地
量

久
(
長
浜
)
ク
ロ
ダ
イ
川
町
周
2
叩
②
松

本
茂
雄
(
櫛
生
)
ウ
ミ
ア
イ
お
・

6

m

③
城
バ
幸
太
郎
(
豊
茂
)
メ
ジ
ナ
況
・

7
m

マ
婦
人
・
少
年
の
部
品
小
一
川
淵

秀
作
(
櫛
生
)
ウ
ミ
ア
イ
孔
・

8
叩(⑨

西
本
晃
(
櫛
生
)
ウ
ミ
ア
イ
担
・

5
畑

③
城
戸
晃
へ
果
皮
」
サ
パ
沼
・

1

叩
一
黒

ん
応
大
会
一
①
阿
山
え
み
(
大
洲
市
)

②
谷
打
章
一
他
(
長
浜
)
③
湊
ま
さ
る
(
沖

浦
)
④
粟
川
正
美
(
中
山
町
)
⑤
福
岡

じ
ゅ
ん
(
五
十
崎
町
)
一
カ
ラ
オ
ケ
大

会
}
入
賞
者
小
川
政
雄
(
下
須
戒
)

宮
本
正
平
、
中
野
幸
一
(
長
浜
)
浪
本

幹
夫
へ
沖
浦
)
平
松
チ
ヨ
、
首
藤
政
夫

(
下
灘
)

二
神
く
ん
ら
優
勝

町

内

小

学

校

水

泳

大

会

七
月
二
十
一
日
、
長
浜
小
学
校
プ
ー

ル
で
明
和
六
十
一
年
度
町
内
小
学
校
水

泳
大
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

成
結
は
次
の
通
り
。

一
男
子
一
{
白
川
バ
タ
フ
ラ
イ
一
①
二

一
神
健
一
(
長
浜
一
山
秒
。
②

橋
本
英
二
(
長
浜
)
山
秒
2
③
峰
脇
茂

暢
(
櫛
生
)
剖
秒
5

一
川
川
平
、
中
①

中
村
智
也
(
出
海
)
1
分
担
秒
6
⑦
士
け

旧
順
一
(
櫛
生
)
1
分
的
秒
0
③
松
本

頼
幸
(
大
和
)

1
分
叩
秒
4

一日

M
自

由
形
一
一
船
橋
本
英
二
(
長
浜
)
部
秒
6

一
時
松
浦
公
亮
(
櫛
生
)
訪
秒

8
③
畝
中

宏
幸
(
大
相
)
却
秒
4

{
印

M
平
泳
]

①
中
村
智
也
一
r

山
海
)
日
秒
6
②
士
山
田

順
一
(
櫛
生
」

U
秒
。
③
松
本
頼
幸
(
大

和
)
山
田
秒

8
{
m
M自
由
形
}
①
稲
問

智
揮
(
長
浜
)
日
秒
4
⑤
徳
田
明
仁
(
長

浜
)
口
秒
3
③
柴
田
直
樹
(
櫛
生
)
日

秒
4

一川

M
メ
ド
レ
ー
リ
レ
!
]
⑦
櫛

生
2
分
但
秒
9
③
白
滝
2
分
出
秒
尽
一
⑨

長
浜
2
分
出
秒
1

一川
H
M
リ
レ
|
}
①

長
浜
2
分
出
秒
8
②
櫛
生
2
へ
刀
五
秒
4

③
大
和
2
分
時
秒
3

一
女
子
一
一

m
M向
由
形
}
①
西
田
旬

里
(
櫛
生
)
謁
秒
8
②
浜
上

ひ
と
み
(
長
浜
)
判
秒
3
③
山
中
孝
美

(
柴
)
必
秒
1

{
印

M
平
泳
}
①
中
原

恵
(
長
浜
)
川
崎
秒
6
②
奥
嶋
布
美
(
大

和

)ω
砂
5
③
酒
井
千
鶴
(
櫛
生
)
印

秒
5

{
白
川
白
由
形
}
①
浜
上
ひ
と
み

(
長
浜
)
日
秒
0
②
増
田
幸
江
(
豊
茂
)

日
秒
4
③
坂
田
美
保
(
長
浜
)
国
秒
4

一
白
川
バ
タ
フ
ラ
イ
}
舟
一
ム
神
利
子
(
長

浜
)
出
秒
9
②
下
坂
純
子
(
櫛
生
)
幻

秒
0
③
城
戸
葉
子
(
櫛
生
)
担
秒
2
{
川

川
メ
ド
レ
リ
レ

i
}
①
櫛
生
2
分
担

秒
0
②
長
浜
2
分
担
秒
5
③
大
和
2
分

引
一
秒
。
一
川

M
ソ
レ
}
①
大
和
2
分

間
秒
。
⑨
船
生
3
分
回
秒
6
③
長
浜
3

分
加
秒
9

長
中
が
一

一
連
覇軟式
野
球

第
三
十
八
回
県
中
学
総
九
円
体
育
大
会

が
七
月
二
十
三
日
、
松
山
市
の
県
船
合

運
動
公
園
で
開
幕
、
三
日
間
に
わ
た
っ

て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
結
果
、
長

浜
中
学
校
が
軟
式
野
球
の
部
で
二
年
連

続
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

ま
た
、
八
月
三
日
に
鳴
門
市
で
四
国

大
会
が
関
か
れ
、
措
し
く
も
決
勝
で
敗

れ
ま
し
た
。
県
大
会
、
四
国
大
会
の
成

績
は
次
の
通
り
。

県

大

会

マ

1
回
戦
行
戦
勝
マ

2
回

戦

長

浜

4
1
0
松
柏
マ
準
々
決
勝

長
浜
2
1
1
一
二
関
マ
準
決
勝
長
浜
5

l
4
東
予
東

マ
決
勝

西
条
南

0
0
0
1
0
o
o
-
-

長

浜

1
0
3
0
1
0
×一

5

四

国

大

会

マ

1
回

戦

長

浜

2

1

0
片
島
(
高
知
)
マ
決
勝
阿
南
一
(
徳

島
)
4
1
0
長
浜

級
審
物
築
物

愛
媛
県
警
察
官

愛
媛
県
警
察
宵
を
次
の
要
領
で
募
集

し
ま
す
。

{
受
付
期
間
一
昭
和
白
年
9
月
日
日

i

m月
日
日
ま
で

一
試
験
日
一
昭
和
田
年
四
月
出

H

{
試
験
場
所
一
松
山
束
、
新
居
浜
、
宇

和
島
の
各
警
察
署

一
受
験
資
格
一
昭
和
泊
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
叫
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
男
子
で
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

す
る
者
。

一
そ
の
他
一
こ
の
試
験
を
受
け
る
こ
と

に
よ
り
警
視
庁
、
神
奈
川
、
京
都
、
大

阪
、
兵
庫
県
の
警
察
官
に
な
る
み
ち
が

あ
り
ま
す
。

役場前に勢揃いした長中ナイン

あ
な
た
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

長
浜
町
福
祉
人
材
パ
ン
ク

住
み
よ
い
町
、
幸
せ
な
町
マ
つ
く
り
の

た
め
に
、
多
く
の
人
た
ち
が
、
自
発
的

に
無
報
酬
で
奉
仕
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
人
た
ち
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

高
齢
化
社
会
の
進
行
に
伴
い
、
多
様

化
す
る
福
祉
一
一

l
ズ
に
対
応
す
る
た
め
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計
画
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
施

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
体
制
の
整
備
を

図
り
、
町
民
の
助
け
合
い
に
よ
り
、
私

た
ち
の
住
ん
で
い
る
こ
の
「
な
が
は
ま
」

を
明
る
く
、
住
み
よ
い
町
に
す
る
た
め

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
充
実
し
て
「
福

祉
の
ま
ち
な
が
は
ま
L

を
実
現
し
よ
う

と
す
る
事
業
で
す
。

次
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

で
き
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

一
幼
児
}
友
達
と
仲
よ
く
遊
ぶ
。
お
年

寄
り
を
訪
問
し
、

f
T
供
の
作
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
励
ま
す
。

一
小
・
中
学
生
]
学
校
、
学
校
周
辺
の
清

掃
活
動
。
共
同
募
金
へ
の
協
力
、
施
設

在
宅
老
人
の
友
愛
訪
問
。

{
青
年
}
子
供
会
の
指
導
。
キ
ャ
ン
プ
、

レ
ク
レ

l
シ
ヨ
ン
指
導
や
そ
の
他
の
協

力
。
遊
び
場
の
整
備
、
花
だ
ん
の
子
入

れ
。
入
院
忠
者
の
身
の
回
り
の
世
話
。

共
同
募
金
の
協
力
。

{
婦
人
}
住
宅
老
人
の
色
々
な
む
世
話
。

一
日
里
親
。
給
食
サ
ー
ビ
ス
。

{
社
会
人
一
理
容
、
美
容
、
マ

y
サ
ー

ジ

o
H
曜
大
工
。
電
気
製
品
、
時
計
、

自
転
車
の
修
理
。

{
お
と
し
よ
り
}
地
域
の
清
掃
c

友
愛

印刷 (布岸本印刷昭和61年9月1日発行(毎月 1日発行)昭和61年9月号

訪
問
。
習
字
、
写
経
、
民
踊
、
詩
吟
、

短
歌
等
の
指
導
。

{
申
込
先
一
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

倉
臼

1
1
1
1
1
(
内
線
部
)
有
線
2

0
6
4
 

一
申
込
期
日
一
い
つ
で
も
受
付
ま
す
。

人
材
パ
ン
ク
登
録
に
つ
い
て
わ
尋
ね

に
な
り
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

社
会
福
祉
協
議
会
か
各
地
区
の
民
生
委

員
さ
ん
に
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

十

3
換
脳
研
J

5議
会
主

-1.選
針
叫
ん

-

J

i

J

1

・
n
I
J

し
て7
二

町

一

v

m

m

怖と

寄
付
採
納

O
老
人
ホ
ー
ム
山
山
閣
の
故
上
岡
静
さ

ん
代
理
失
貯
二
九
平
犬
さ
ん
・
・
・
電
気
温

水
山
市
一
台
を
老
人
ホ

i
ム
白
山
国
ヘ
c

O
長
浜
の
堤
仁
一
二
さ
ん
・
:
現
金
一
万
二

千
円
を
体
育
施
設
照
問
料
金
と
し
て

町
ヘ
。

。
松
山
市
の
今
井
洋
子
さ
ん
・
:
つ
い
立

て
(
防
炎
加
工
布
付
)
一
-
間
合
成
人

病
検
診
用
と
し
て
町
へ
。
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氏 7月長浜町役場吊iHJj分(敬称略)
込 7
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名望T
婚和プ
咽 T~ ~j: 

て..........，~'-~届え

δ瓦霊;
齢ん

住

所

¥

穂

績

/
大
洲
市

城込
戸間

手口 H召
f 左詐

お
誕
生
お
め

長 室沖ド戒今今 t中沖住
止七 夕丘
荒 川

浜 茂浦戒川坊坊浦 j甫所

6
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

保
護
者
氏
名

二

宮

隆

義

ト

県

富

男

中

野

邦

彦

失
肝
氾
芳
和

宇
都
{
h
r

ハ
辰
生

福

田

等

上

川

好

広

菊

地

英

夫

徳

山

虞

幸

西

山

知
H

志

続
柄
四
女
長
男
長
男
長
男
長
男
長
男
長
男
長
女
長
女
長
女

広報ながはま

櫛長
お

/1 

長長須 F豊沖住
芸員

浜 J兵沢戒茂油所 生浜

寸t キ公
沼下

平11
弓i、弓L

長
男
修
一
千

一

(-K
里
枝
子

み

(
敬
称
略
)

氏

死
亡
年
齢

名

小

野

正

春

増
田
キ
ヨ
ヱ

尾

上

敏

行

松

本

清

久

力

石

満

チ

東

洋

服

(八

O
)

(
五
八
)

(六一占一)

(
尺
六
)

(
五
八
)

(同一一一)

電話

千衿長ifZ 寛敬雄児
;愚"J!$忌〔也好」優之土美名

(つ正一一一ii又ア侍噌.コJ ナJi 山こえるダイヤ通話料
土曜日も H曜、祝日と同様昼間も

約 4割引きの料金になりました。

NTT伊予長浜電報電話局
TEL116番

土、日

江戸小日新、五十両の:金を借

りに来た男に;f，'前のような怠

け者に返すヨてがあるのか、

と貸主。二つ程あ匂、どん会

'Jiてだ。 I道に茶 tJている五

十両をナ合うかも知れない」

「、Iiでになるものヵ、」 「3佳か

五十両くれる人が現われるか

も主日れない Iぷ}J1lIな、 Mfカf

そんな大金くれるものか」

「もう一つ、これは最も確実

性があるJ Iどんな当てだ」

「そのうちわ自立さんカご3'Eぬる

こと〆ゼJ A この底抜けに楽天

的な日本人気町、現代の日本

人の心珂状態を象徴してはLミ

ないか。ロ ンや}ー!日武郎ι日で、
幸福の先取りを続汁玉l氏、借

金財政で首が廻りかねて:1とた

政府、国鉄、地方公共団体、

昭和とえ録はこのあたりに最

高の共通性を見るA 世は正に

済費時代、{十[し前の小噺の真

忌;会見逃してはます月い。生産

(収入)が少なくて消費(支

出)が名ければ借金となるの

は必然、そこ cとどのつまり
は貸主が死人 Cケリとは現代

l土手色士寸にならないのてもある。

最も確実なのは借主が死んで

ケリというもの。町民の総生

産が町民の総支出に及ばない

我が長浜町は人並みの国民生

活をする前にー工夫二工夫

もせねばなるまい。

側
一
編
集
後
記
鰯

暑
い
夏
も
過
ぎ
去
り
、
稔
り
の
秋
を

迎
え
ま
し
た
。
今
年
の
生
産
者
米
価
は

据
え
置
き
と
な
り
稲
作
生
産
者
の
皆
さ

ん
も
ホ
ッ
と
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

東
北
地
方
で
ほ
、
年
々
生
産
者
が
減
っ

て
い
る
よ
う
で
す
c

二
十
一
世
紀
の
食

糧
事
情
を
考
え
る
と
恐
ろ
し
い
よ
う
で

す。
さ
で
、
今
月
十
六
日
は
町
長
選
挙
が

執
行
さ
れ
ま
す
。
み
ん
な
ご
ぞ
っ
て
投

票
し
、
明
日
を
ま
か
せ
る
人
を
選
び
ま

し
ょ
〉
フ
。

と
こ
ろ
で
、
卜
一
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正

の
時
刻
が
発
表
さ
れ
、
海
岸
田
り
線
も

上
、
下
一
-
便
増
え
て
少
し
だ
け
不
便
さ

が
解
消
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
来
年
四
月

の
M
人
道
化
後
も
存
続
さ
れ
る
よ
う
皆
ん

な
で
利
則
し
、
実
績
を
高
め
る
よ
う
努

め
た
い
も
の
で
す
c

(

お
)

数

人口をふやしましょう

8月1日現在 官官月との比較

12，042人 22人減
人 口 (男 5，侃8人) (11滑)女 6，374人

世帯数 3，821世帯 11世帯減

ゑ
務
移
/

島
郡
謀
説
ゑ
移
努

帯世ロ人


